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・議長新年挨拶
・簡易水道事業補正予算を否決
　（12月議会定例会）
・今後の産業振興の取り組みは
　（一般質問）

・議長新年挨拶
・簡易水道事業補正予算を否決
　（12月議会定例会）
・今後の産業振興の取り組みは
　（一般質問）

かしらーなか
!!
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議長新年挨拶議長新年挨拶

　

輝
か
し
い
「
令
和
」
最
初
の
正
月
を
お

迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
頭
に
当
た
り
議
会
を
代
表
し
て
、
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
を
振
り
返
る
と
、
戦
争
の
な
い
平

和
な
時
代
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

地
球
温
暖
化
な
ど
地
球
環
境
の
変
化
に
よ

り
、
全
国
で
は
地
震
、
台
風
、
豪
雨
等
に

よ
る
多
く
の
災
害
が
発
生
し
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
、
地
方
が
少
子
高
齢
化
で
過

疎
が
進
ん
だ
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
５
月
に
元
号
が
代
わ
り
令
和
の

幕
開
け
と
な
り
、
10
月
に
は
天
皇
陛
下
の

即
位
正
殿
の
儀
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
関
東
、
東
北
を
襲
っ
た
台
風
15
号
、

19
号
の
大
き
な
被
害
も
あ
り
、
今
も
避
難

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
人
達
も
お

ら
れ
ま
す
。
村
の
首
長
も
10
月
に
和
田
村

長
か
ら
木
下
村
長
に
代
わ
る
な
ど
、
大
き

な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

村
政
で
は
、
平
成
21
年
か
ら
五
木
村
と

熊
本
県
で
策
定
し
て
実
施
し
て
き
た
「
村

づ
く
り
計
画
」
が
平
成
30
年
度
で
終
わ
り
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
新
た

に
「
五
木
村
と
熊
本
県
に
よ
る
村
づ
く
り

５
ケ
年
計
画
」
を
作
成
し
、
取
り
組
み
も

始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　

第
13
回
目
と
な
る
国
、
県
、
村
の
三
者

に
よ
る
「
今
後
の
五
木
村
の
生
活
再
建
を

協
議
す
る
場
」
に
お
い
て
は
、
五
木
村
議

会
も
工
事
が
中
断
し
て
い
る
右
岸
の
付
け

替
え
村
道
野
々
脇
か
ら
小
八
重
橋
間
の
早

期
再
開
や
国
道
４
４
５
号
九
折
瀬
神
屋
敷

間
の
改
築
工
事
の
早
期
完
成
、
主
要
地
方

道
宮
原
五
木
線
の
道
路
改
良
の
早
期
着
手

を
強
く
要
望
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
主
要
地
方
道
宮
原
五
木
線
の
道
路

改
良
に
つ
い
て
は
、
八
代
市
と
球
磨
郡
町

村
会
や
議
長
会
の
協
力
を
得
て
熊
本
県
に

要
望
活
動
も
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
か
ら
は
、
村
政
も
木
下
村
長

の
本
格
的
な
舵
取
り
に
な
り
、
村
が
抱
え

て
い
る
課
題
解
決
に
し
っ
か
り
向
き
合
い

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
た
だ
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

議
会
と
し
て
も
二
元
代
表
制
を
踏
ま

え
、
執
行
部
と
切
磋
琢
磨
し
、
こ
れ
か
ら

予
想
さ
れ
る
厳
し
い
財
政
事
情
も
考
慮

し
、
財
源
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
は
慎
重

に
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
住
民
の
福
祉
向
上

に
議
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
世
界
の
国
々
で
は
不
穏
な
動

き
も
あ
り
ま
す
が
、
日
本
が
令
和
も
戦
争

の
な
い
平
和
な
穏
や
か
な
時
代
に
な
る
と

共
に
村
民
の
皆
様
の
幸
せ
を
念
願
し
、
年

頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

五木村議会議長

岡 本　正
　

村
民
の
皆
様

　
　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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簡易水道事業補正予算を否決

12月定例会

　令和元年第 4回五木村議会定例会が 12月 10 日から 12月 16 日までの 7日間開催。
今回は村長選挙後初めての定例議会のため、木下村長の所信表明演説が行われた。
　上程された案件は「条例制定」2件、「条例改正」3件、「規約変更」1件、「工事請負変
更契約」1件、「補正予算」6件の計 13件。令和 2年 4月 1日より地方公務員法等の一
部を改正する法律が施行され、「会計年度任用職員制度」が創設されることから、関係する
条例の制定や改正が審議の主なものとなった。
　西村久徳議員が第 50号、岡本精二議員が第 61号の反対討論に立ち、議案第 61号は
否決とした。

～ 条例に反している ～

こんなことが決まりました

《補正予算》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

会計名 補正前額 補正額 補正後の額

一般会計 2,514,822 69,442 2,584,264

国民健康保険特別会計 150,026 10,976 161,002

介護保険特別会計 204,543 2,493 207,036

後期高齢者医療特別会計 23,385 △715 22,670

簡易水道事業特別会計（※否決） 19,160 1,302 20,462

情報通信事業特別会計 35,716 3,073 38,789

［反対討論］
西村議員　「五木村会計年度任用職員の
給与及び費用弁償に関する条例の制定
（第 50号）について、国からの助成も
決まっていない上、五木村は特に臨時
職員等の数が多い。その中でどれくら
いの費用がかかるのかが不透明なため
反対する。」

岡本議員　「簡易水道事業特別会計（第
61 号）について、新規引き込みに伴
う費用等が計上されているが、五木村
給水条例第６条には新設者負担との記
載があり、この条例に反するため反対
する。」
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会計年度任用職員制度4月スタート

会計年度任用職員とは・・・
　政府の「働き方改革」を背景に地方自治法及び地方公務員法が改正されるため、来年度から“会
計年度任用職員”の制度を創設して、採用方法や任期等を明確化することになっています。
　新たな制度では、従来の一般職の臨時・非常勤職員について不明確な部分を改正し、１会計年度
内での任期が定められること、競争試験や選考により採用されること、その他服務などに関係する
規定が新たに設けられます。また、期末手当（ボーナス）も支給できることになるものです。
　具体的な働き方は、勤務時間の違いによりフルタイム職員（常勤職員と同じ勤務時間）、パート
タイム職員（常勤職員より勤務時間が短い）に分けられ、五木村では全てパートタイムが予定され
ていますが、全国的に人件費の財政措置等に対する不安が指摘されています。

議　　　　　案　　　　　名

岡
本　

精
二

早
田　

吉
臣

藤
本　

新
一

中
村　

俊
也

黒
川
麻
里
子

川
邉　

正
美

西
村　

久
徳

審
議
結
果

第50号 五木村会計年度任用職員の給与及び費用弁
償に関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

第51号 五木村行政区の設置及び区長に関する条例
の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第52号
地方公務員法及び地方自治法の一部を改正
する法律の施行に伴う関係条例の一部改正
について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第53号 五木村一般職の職員の給与に関する条例等
の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第54号 五木村職員の分限の手続及び効果に関する
条例等の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第55号 熊本県市町村総合事務組合の共同処理する
事務の変更及び規約の一部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第56号 工事請負変更契約の締結について（村道梶原
線道路災害復旧工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第57号 一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
第58号 国民健康保険特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
第59号 介護保険特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
第60号 後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
第61号 簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） × × × × × ○ × 否決
第62号 情報通信事業特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

－臨時・嘱託職員等にボーナスを支給－

賛成…○　反対…×　欠席…欠
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経
済
常
任
委
員
会
は
、令
和
元
年
10
月
10
日
、栗

鶴
地
区
と
西
谷
地
区
の
現
地
に
赴
き
、栗
鶴
区
長
：

岩
本
安
弘
さ
ん
ほ
か
住
民
数
名
、西
谷
地
区
集
落
協

定
代
表
者
：
森
下
德
光
さ
ん
よ
り
、そ
れ
ぞ
れ
現
地
に

て
説
明
を
受
け
な
が
ら
調
査
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
、栗
鶴
地
区
水
道
施
設
は
整
備
か
ら
30
年
以

上
が
経
過
し
て
お
り
、全
体
が
老
朽
化
し
て
い
る
。地

区
で
こ
れ
ま
で
幾
度
も
改
修
を
行
っ
て
き
た
が
、高
齢

　

令
和
元
年
６
月
、
７
月
に
栗
鶴
地
区

及
び
西
谷
地
区
よ
り
要
望
書
が
提
出
さ

れ
、
９
月
定
例
会
に
お
い
て
経
済
常
任

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
「
栗
鶴
地
区
水

道
施
設
の
改
修
要
望
」
と
「
西
谷
地
区

農
業
用
水
取
水
施
設
の
整
備
要
望
」
に

つ
い
て
、
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
栗
鶴
地
区
の
水
道
施
設

に
つ
い
て
は
施
設
設
備
の
配
置
な
ど
を

含
め
て
調
査
を
行
う
事
。
西
谷
地
区
の

取
水
施
設
に
つ
い
て
は
、
水
田
区
画
の

整
理
統
合
、
農
地
改
良
な
ど
地
元
生
産

者
と
協
議
を
行
っ
た
上
で
水
量
不
足
を

解
消
出
来
る
方
法
を
望
む
と
し
て
結
論

を
出
し
た
。

栗
鶴
水
道
施
設

西
谷
農
業
用
水
の
改
修
調
査
を

経
済
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　

調
査
報
告

調
査
期
日 　

令
和
元
年
10
月
10
日

取水口の確認（西谷農業用水）

配水タンクのようす（栗鶴水道）

化
も
進
み
地
元
管
理
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。そ

の
こ
と
を
考
慮
し
、委
員
会
と
し
て
は
執
行
部
へ
将
来

の
管
理
方
法
、施
設
設
備
の
配
置
な
ど
を
含
め
て
事

前
調
査
を
す
る
こ
と
、改
修
す
る
経
費
に
つ
い
て
は
交

付
金
な
ど
の
財
源
確
保
を
十
分
検
討
す
る
よ
う
に
求

め
た
。

　

次
に
西
谷
地
区
の
農
業
用
水
取
水
施
設
に
つ
い
て

は
、整
備
の
必
要
性
は
認
め
た
上
で
必
要
な
水
量
を
確

保
す
る
た
め
に
根
本
的
な
調
査
を
行
い
、地
元
生
産
者

と
の
協
議
を
行
っ
て
、将
来
的
に
水
田
区
画
の
整
理
統

合
、農
地
改
良
に
よ
る
生
産
効
率
化
、生
産
意
欲
の
維

持
向
上
が
出
来
る
方
法
を
求
め
た
。
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て
い
る
。
色
々
な
事
業
に
取
り

組
む
の
は
良
い
が
人
手
が
足
り

な
い
と
林
業
振
興
そ
の
も
の
に

影
響
が
あ
る
と
思
う
が
、
村
長

の
考
え
は
。

村
長　

林
業
従
事
者
が
最
近
本

当
に
減
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た

高
齢
化
も
進
み
今
の
経
済
を
鑑

み
た
と
き
労
働
対
価
と
し
て
は
、

賃
金
は
安
い
と
思
う
。
林
業
従

事
者
の
若
返
り
、
新
規
雇
用
の

受
け
入
れ
は
重
要
。
村
と
し
て

助
成
制
度
、
補
助
制
度
を
使
い

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

質
問　

今
で
は
栗
の
栽
培
は
ほ

と
ん
ど
さ
れ
て
い
な
い
が
、
村

内
で
栗
万
十
の
製
造
販
売
を
さ

れ
て
い
る
方
の
話
で
は
他
の
町

村
か
ら
栗
を
買
っ
て
い
る
が
価

格
が
高
く
利
益
が
出
な
い
と
聞

い
た
。
村
内
に
ま
だ
栗
の
木
が

残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、

そ
れ
を
活
用
し
本
格
的
な
栗
栽

培
を
推
奨
し
た
ら
ど
う
か
。

村
長　

五
木
村
で
は
以
前
か
ら

栗
、
椎
茸
、
お
茶
の
農
産
物
に

川 正美 議員

一般　　質問

今
後
の
産
業
振
興
の
取
り
組
み
は

木
下
村
長　

産
業
振
興
の
基
盤
は
林
業
と
捉
え
て
い
る

林
業
振
興
に
つ
い
て

質
問　

広
報
誌
の
な
か
で
今
後

木
炭
生
産
や
木
材
加
工
等
を
考

え
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

間
伐
材
か
雑
木
を
利
用
し
た
も

の
か
。

村
長　

間
伐
材
の
木
炭
は
他
の

自
治
体
で
も
や
っ
て
い
る
。
カ

シ
や
ク
ヌ
ギ
な
ど
五
木
村
に
は

素
材
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
の

木
炭
生
産
を
や
っ
て
み
て
は
ど

う
か
と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

木
炭
の
需
要
が
全
国
的

に
ど
れ
だ
け
あ
る
か
わ
か
ら
な

い
が
、
生
産
に
経
費
が
掛
か
り

過
ぎ
る
と
木
炭
価
格
が
上
が
り

販
売
等
で
合
わ
な
い
面

が
出
て
こ
な
い
か
。

村
長　

木
炭
は
中
国
や

そ
の
他
の
国
か
ら
入
っ

て
き
て
い
る
。
国
内
産

に
も
目
が
向
い
て
い
る

情
報
も
あ
り
、
近
隣
町

村
で
木
炭
産
業
を
軸

に
し
た
会
社
も
あ
る
の

で
、
そ
う
い
っ
た
所
の

話
を
い
た
だ
き
な
が
ら

付
加
価
値
を
高
め
て
取

り
組
み
た
い
。

質
問　

五
木
村
の
林
業
事
業
体

が
人
手
不
足
で
働
く
人
が
減
っ

つ
い
て
推
奨
し
て
き
た
。
鳥
獣

被
害
、
特
に
猿
害
が
あ
り
生
産

意
欲
の
低
下
が
今
も
続
い
て
お

り
、
根
本
的
な
原
因
の
鳥
獣
被

害
に
つ
い
て
猟
友
会
を
中
心
に

や
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
五
木

の
栗
と
し
て
生
産
の
確
立
が
出

来
る
か
取
り
組
み
を
調
査
し
た

い
。

質
問　

現
在
、
漢
方
や
薬
膳
料

理
の
ブ
ー
ム
と
聞
く
。
こ
の
よ

う
な
作
物
は
基
本
的
に
消
毒
し

な
い
方
が
良
い
と
聞
き
、
手
間

が
掛
か
ら
な
い
。
新
し
い
農
業

振
興
の
一
つ
と
し
て
考
え
て
み

て
は
ど
う
か
。

村
長　

振
興
公
社
で
ク
ヌ
ギ
の

皮
を
そ
い
だ
漢
方
薬
の
生
産
に

入
っ
て
い
る
。
五
木
村
の
ク
ヌ

ギ
の
皮
だ
け
大
丈
夫
と
い
う
こ

と
で
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
五
木

村
全
体
が
自
然
豊
か
で
綺
麗
な

地
域
と
し
て
の
商
品
の
あ
り
方

と
す
れ
ば
、
農
業
振
興
の
一
端

と
し
て
調
査
し
た
い
。

木炭
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度
、
台
帳
整
理
に
充
て
て
い
る

が
、
担
い
手
対
策
に
活
用
す
る

考
え
は
。

村
長　

新
年
度
、
環
境
税
等
の

利
活
用
を
議
会
と
協
議
し
活
用

等
国
に
要
望
す
る
考
え
で
あ
る
。

村
長
の
兼
務
に
つ
い
て

質
問　

村
長
が
兼
務
す
る
長
は

い
く
つ
あ
る
か
。

村
長　

現
在
13
あ
る
。

質
問　

村
の
再
建
を
考
え
る
と

村
長
に
専
念
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
。

村
長　

ま
だ
、
全
体
的
に
全
容

を
判
断
出
来
て
い
な
い
。
慎
重

に
考
え
た
い
。

質
問　

兼
務
し
て
い
る
こ
と
で

村
民
が
不
信
に
思
う
事
業
体
も

あ
る
の
で
は
。

村
長　

現
時
点
で
は
そ
の
よ
う

な
話
は
聞
い
て
い
な
い
。
私
自

身
が
そ
の
よ
う
に
受
け
止
め
に

至
っ
た
時
、
考
え
た
い
。

質
問　

各
団
体
の
約
款
や
定
款

等
、
出
資
比
率
の
問
題
も
あ
る

が
担
当
課
で
検
討
す
る
考
え
は
。

村
長　

十
分
可
能
で
あ
り
検
討

す
る
。

藤本新一 議員

林業従事者が対価を得る
対策を
木下村長　環境税等の活用等を見直した対策で

一般　　質問 若
者
の
定
住
対
策
に
つ
い
て

質
問　

定
住
対
策
を
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
。

村
長　

安
定
す
る
仕
事
、
住
宅

等
含
め
て
重
点
的
な
取
り
組
み

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

ど
の
よ
う
な
業
種
で
月

額
収
入
が
あ
れ
ば
五
木
村
で
生

活
で
き
る
と
考
え
て
い
る
か
。

村
長　

経
済
基
盤
は
林
業
と

思
っ
て
い
る
が
不
安
定
な
職
業

で
も
あ
り
、
行
政
も
入
り
事
業

体
に
支
援
し
職
場
環
境
を
検
討

す
る
。

質
問　

広
報
誌
で
既
存
の
建
設

業
、
林
業
事
業
体
、
他
と
の
意

見
交
換
を
し
、
産
業
振
興
を
図

る
と
あ
る
。
既
存
企
業
が
一
人

で
も
雇
用
が
出
来
る
た
め
に
、

早
急
に
取
り
組
む
考
え
は
。

村
長　

就
任
時
か
ら
各
種
事
業

体
と
早
く
協
議
の
場
を
作
る
考

え
で
あ
る
。

林
業
の
担
い
手
対
策
に
つ
い

て

質
問　

広
報
誌
で
林
業
を
大
き

な
目
で
捉
え
宝
の
山
と
す
る
と

あ
る
が
、
経
済
林
と
し
て
か
、

公
益
的
機
能
の
面
か
、
ど
ち
ら

に
比
重
を
置
く
の
か
。

村
長　

一
年
間
暮
ら
し
が
出
来

る
林
業
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

関
係
等
両
方
を
考
え
て
い
る
。

質
問　

人
工
林
は
経
済
林
的
効

果
が
少
な
く
民
有
林
の
各
種
森

林
整
備
事
業
費
補
助
金
68
％
、

村
の
嵩
上
10
％
。
78
％
で
作
業

し
て
お
り
、
従
事
者
の
収
入
が

少
な
く
担
い
手
不
足
に
つ
な

が
っ
て
い
る
が
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

村
長　

育
て
た
森
林
を
村
と
し

て
い
ろ
ん
な
知
恵
を
出
し
国
等

に
支
援
を
求
め
な
が
ら
、
林
業

の
持
続
が
な
け
れ
ば
五
木
村
の

持
続
も
で
き
な
い
と
考
え
取
り

組
み
た
い
。

質
問　

球
磨
郡
内
に
５
０
０
ha

の
間
伐
放
置
林
が
あ
る
。
村
内

に
も
あ
り
、
素
材
生
産
事
業
者

が
木
材
搬
出
だ
け
し
再
造
林
を

し
な
い
。
跡
地
の
植
林
を
指
導

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

村
長　

伐
採
届
出
時
、
担
当
課

で
植
栽
の
指
導
を
徹
底
し
現
地

パ
ト
ロ
ー
ル
等
強
化
す
る
。

質
問　

林
業
は
危
険
で
厳
し
い

作
業
で
あ
る
中
、
作
業
対
価
に

対
し
て
公
益
的
機
能
の
役
目
は

大
き
い
。
国
県
、
郡
町
村
会
で

森
林
整
備
費
の
要
望
が
必
要
で

は
。

村
長　

森
林
環
境
税
、
譲
与
税

等
満
足
す
る
よ
う
な
額
は
来
て

い
な
い
。
活
用
等
を
含
め
、
国

県
に
要
望
し
た
い
。

質
問　

環
境
税
は
森
林
経
営
制

危険で厳しい下刈作業



令和２年1月31日発行 8

リ
レ
ー
バ
ス
の
時
刻
や
利
用
者

規
定
に
つ
い
て
は
、
診
療
所
に

限
ら
ず
広
く
明
示
す
べ
き
で
は
。

総
務
課
長　

今
後
検
討
し
た
い
。

質
問　

定
期
バ
ス
に
つ
い
て
の

特
別
対
策
補
助
金
を
、
村
と
し

て
支
払
い
続
け
て
き
て
い
る
。

必
要
な
支
払
額
に
対
し
て
、
県

か
ら
く
る
の
は
１
割
に
も
満
た

な
い
額
で
あ
る
。
今
後
の
財
源

確
保
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

総
務
課
長　

不
足
分
の
８
割
に

つ
い
て
は
、
特
別
交
付
税
を
要

求
し
て
い
る
。
残
り
は
人
吉
球

磨
の
定
住
圏
構
想
が
あ
り
、
申

請
を
し
て
い
る
。

質
問　

昨
年
度
の
支
出
が
１
，

９
０
０
万
、
今
年
度
は
１
，
４

０
0
万
と
高
額
で
あ
る
。
現
在
、

政
府
は
、
デ
マ
ン
ド
方
式
の
バ

ス
運
行
事
業
の
採
択
に
対
し
て

の
助
成
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
と
聞
く

が
、
村
と
し
て
の
考

え
は
。

総
務
課
長　

以
前
か

ら
話
に
上
が
っ
て
い

た
デ
マ
ン
ド
バ
ス
も

含
め
、
最
善
の
交
通

体
系
へ
向
け
て
検
討

を
し
て
い
く
べ
き
だ

と
考
え
て
い
る
。

質
問　

例
え
ば
、
イ

中村俊也 議員

一般　　質問

新
体
制
の
村
内
交
通
体
系
の
現
状
と
課
題
は

木
下
村
長　

特
に
高
齢
者
の
方
々
に
と
っ
て　
　
　
　
　
　

よ
り
利
便
性
の
あ
る
体
系
を
整
え
て
い
き
た
い

五
木
村
の
交
通
対
策
事
業
等

に
つ
い
て

質
問　

令
和
元
年
４
月
よ
り
、

新
し
い
交
通
網
の
運
行
が
始

ま
っ
た
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
、
リ
レ
ー
バ
ス
の
利
用
状
況

は
。

総
務
課
長　

昨
年
度
の
年
間
の

利
用
者
は
約
３
，
０
０
０
人
。

今
年
度
４
月
か
ら
の
リ
レ
ー
バ

ス
利
用
者
は
、
月
80
人
程
度
で
、

年
間
で
は
約
１
，
０
０
０
人
ほ

ど
増
加
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

要
望
等
に
つ
い
て
は
、
運
転
手

の
方
や
事
業
者
に
声
が
届
い
て

お
り
、
担
当
者
が
逐
次
検
討
を

し
て
い
る
。
ま
た
、
五
木
村
生

活
交
通
対
策
推
進
協
議
会
を
開

き
、
意
見
の
聴
収
を
行
っ
て
い

る
。

質
問　

利
用
者
か
ら
の
要
望
の

具
体
的
な
内
容
は
。

総
務
課
長　

観
光
客
の
利
用
が

で
き
な
い
か
、
荷
物
の
配
送
が

で
き
な
い
か
、
土
曜
日
の
運
行

を
少
し
で
も
実
施
し
て
ほ
し
い
、

等
の
要
望
が
あ
っ
た
。

質
問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、

リ
レ
ー
バ
ス
の
運
行
時
刻
表
を

各
家
庭
に
配
布
し
て
あ
る
が
、

各
バ
ス
停
に
し
っ
か
り
明
示
し

て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
を
聞
く
。

利
用
者
の
不
安
軽
減
の
た
め
に
、

各
バ
ス
停
に
運
行
表
が
明
示
さ

れ
て
い
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

ま
た
、
バ
ス
停
そ
の
も
の
が
目

立
た
ず
分
か
り
に
く
い
と
い
う

声
も
聞
く
が
、
対
策
は
。

総
務
課
長　

診
療
所
に
つ
い
て

は
、
要
望
に
応
え
、
時
刻
表
を

大
き
く
見
や
す
い
よ
う
に
作
り

対
処
し
て
い
る
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
そ
の
も
の
が
分
か
り
づ
ら

い
と
い
う
声
も
上
が
っ
て
お
り
、

バ
ス
や
停
留
所
の
看
板
も
含
め
、

今
後
意
見
の
聴
収
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

質
問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
注
射
一

つ
と
っ
て
も
、
歩
い
て
行
け
る

方
と
、
高
額
の
タ
ク
シ
ー
を
利

用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
が

い
る
。村
民
に
対
す
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
在
り
方
と
し
て
、
全
て

の
住
民
の
置
か
れ
た
現
状
を
理

解
し
た
上
で
の
対
策
は
。

村
長　

特
に
高
齢
者
の
方
々
に

と
っ
て
、
交
通
体
系
の
不
足
は
、

豊
か
な
社
会
参
加
を
遠
ざ
け
、

心
身
の
健
康
を
妨
げ
る
大
き
な

要
因
に
な
り
得
る
。
交
通
体
系

の
維
持
・
充
実
は
、
本
村
に
と
っ

て
大
変
重
要
だ
と
と
ら
え
て
お

り
、
今
後
も
五
木
な
ら
で
は
の
、

よ
り
よ
い
体
系
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。

目立たないバス停
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債
の
運
用
を
考
え
て
い
る
。

村
長　

10
月
に
就
任
し
た
ば
か

り
で
情
報
を
注
意
深
く
拝
見
し

て
い
な
か
っ
た
。

質
問　

長
崎
県
の
地
方
債
で
は

２
０
２
２
年
に
支
払
い
期
に
29

万
、
北
海
道
の
地
方
債
で
、
25

万
円
く
ら
い
の
利
息
が
付
く
よ

う
な
基
金
の
運
用
も
あ
る
が
そ

の
よ
う
な
運
用
は
。

会
計
管
理
者　

長
期
的
な
動
き

の
な
い
基
金
な
ど
の
整
理
を
行

い
基
金
の
目
的
・
性
質
を
見
極

め
な
が
ら
運
用
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

早田吉臣 議員

子ども議会の開催は
木下村長　取り組みたい

一般　　質問 質
問　

所
信
表
明
の
中
で
一
番

重
要
な
考
え
方
、
方
針
は
何
か
。

村
長　

県
内
で
一
番
小
さ
な
自

治
体
に
な
り
、
自
然
豊
か
な
地

域
を
、
都
会
に
無
い
価
値
を
創

り
３
世
代
（
家
族
構
成
）
へ
の

取
り
組
み
を
集
中
的
に
整
理
し

な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。

質
問　
「
子
供
に
夢
を
・
若
者
に

力
を
・
高
齢
者
に
笑
顔
を
」
と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
具
体
策
は
。

村
長　
「
子
ど
も
に
夢
を
」
は
五

木
の
暮
ら
し
の
中
で
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
を
通
じ
て
、
し
っ
か
り

夢
を
描
け
る
よ
う
な
取
り
組
み
。

「
若
者
に
力
を
」
は
五
木
で
職
場

の
確
保
と
所
得
の
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
。
ま
た
、
若
者
と

意
見
交
換
し
な
が
ら
現
場
の
声

を
反
映
し
た
い
。「
高
齢
者
に
笑

顔
を
」
は
老
後
に
不
安
な
く
笑

顔
で
暮
ら
せ
る
村
を
目
指
す
思

い
か
ら
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲

げ
た
。

質
問　

東
小
の
五
木
源
フ
ェ
ス

タ
や
、
五
木
中
の
文
化
祭
を
見

る
と
子
供
た
ち
の
五
木
へ
の
思

い
、
良
さ
な
ど
の
意
見
を
持
っ

て
い
る
の
で
「
子
ど
も
議
会
」

を
開
催
す
る
考
え
は
。

村
長　

子
ど
も
議
会
は
、
他
の

地
域
で
も
行
っ
て
い
る
。
そ
う

い
う
取
り
組
み
も
や
り
た
い
。

質
問　
「
若
者
に
力
を
」
と
い
う

こ
と
で
村
と
し
て
ど
の
様
な
支

援
が
あ
る
の
か
地
域
づ
く
り
の

支
援
な
の
か
特
別
な
支
援
な
の

か
。

村
長　

現
状
で
特
段
の
支
援
策

は
考
え
て
い
な
い
。
若
者
自
身

が
描
く
将
来
像
を
共
有
し
な
が

ら
、支
援
で
き
る
と
こ
ろ
は
し
っ

か
り
行
政
と
し
て
支
援
し
て
い

き
た
い
。

質
問　

相
談
も
し
く
は
、
そ
の

よ
う
な
場
は
、
ど
の
様
な
形
で

つ
く
ら
れ
る
の
か
。

村
長　

年
に
数
回
、
行
政
と
各

産
業
界
の
若
者
世
代
が
意
見
交

換
で
き
る
場
を
作
り
た
い
。
ま

た
、
五
木
の
若
者
同
士
が
一
堂

に
集
い
交
流
で
き
る
機
会
も
考

え
た
い
。

基
金
運
用
に
つ
い
て

質
問　

現
在
の
基
金
運
用
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

会
計
管
理
者　

15
の
基
金
が
あ

り
、
総
額
で
約
25
億
円
。
ほ
と

ん
ど
を
定
期
預
金
に
よ
り
運
用

し
て
い
る
。

質
問　

そ
の
基
金
の
運
用
で
ど

れ
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

会
計
管
理
者　

定
期
預
金
で
０
．

０
１
％
、
１
億
円
を
１
年
間
預
け

て
１
万
円
程
度
の
利
息
で
あ
る
。

質
問　

他
の
市
町
村
の
運
用
益

の
例
、
熊
本
県
も
公
金
の
運
用

方
針
を
見
直
す
と
あ
る
が
管
理

者
、
村
長
は
ど
の
様
な
考
え
な

の
か
。

会
計
管
理
者　

現
在
、
村
と
し

て
も
長
期
債
券
、
20
年
の
公
共

将来をになう子供達



令和２年1月31日発行 10

議会の
vol.10

※五木村は特定の事業や目的ごとに９つの特別会計を設置しています。



五木村議会だより　№ 1 3 111

10 1日 県町村議会議員研修会（全議員）
月  広報委員会（第1回）

 2日 定例全員協議会（全議員）
 ８日 防災危機管理セミナー（早田・藤本議員）
 ９日 定例郡議長会議（岡本議長）
 10日 経済常任委員会（各委員）
 11日 広報委員会　(第2回)
 17日 五木湯前線県庁要望（岡本議長・藤本経済委員長）
 18日 広報委員会（第3回）
  郡議員スポーツ大会（全議員）
 23日 例月監査（中村監査委員）
 24日 総務常任委員会（各委員）
 25日 広報委員会（第4回）
 29日 森林林業林産業活性化大会（長崎）（経済委員）
 30日 監査委員全国研修会（東京）（中村監査委員）
  ～ 11月1日

11 2日 人吉高校五木分校文化祭（各議員）
月 6日 定例全員協議会（全議員）

 7日 福岡大木町視察研修来庁（広報委員）
 8日 球磨一周駅伝大会結団式（各議員）
 9日 五木の子守唄祭り（岡本議長）～10日
 11日 定例郡議長会議（岡本議長）
 13日 全国議長大会・要望（東京）（岡本議長）～14日

 15日 定期監査（中村監査委員）
 17日 五木中学校文化祭（各議員）
 20日 総務常任委員会（各委員）
 21日 例月監査（中村監査委員）
  県広報委員研修会（各委員）
 22日 人吉球磨広域行政組合議会運営委員会（川辺議員）
 24日 五木東小学校五木源フェスタ（各議員）
 25日 あさぎり町視察研修（全議員）
 26日 人吉下球磨消防組合議会定例会（岡本せ議員）
 29日 人吉球磨広域行政組合議会定例会（黒川・川辺議員）

12 1日 消防ラッパ吹奏大会（岡本議長）
月 3日 議会運営委員会（各委員）

 4日 定例全員協議会（全議員）
 10日 第４回議会定例会（全議員）開会
 12日 議会運営委員会　(全議員)
  第４回議会定例会（全議員）～13日
 13日 臨時全員協議会（全議員）
 14日 人吉球磨広域行政組合議会運営委員会（川辺議員）
 15日 球磨一周駅伝大会（各議員）
 16日 第４回議会定例会（全議員）閉会
 17日 郡議長会合同会議（岡本議長・早田副議長）
 19日 例月監査（中村監査委員）
 20日 人吉球磨広域行政組合議会定例会（黒川･川辺議員）

●議会の動き（10月～12月）●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

①
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
ず
、

自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
度
、
成
人
を
迎
え
ま
し
た
嶽
本
龍

之
介
で
す
。
高
校
卒
業
後
、
早
田
石
油

に
勤
め
て
い
ま
す
。
趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ

観
戦
と
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
中
で
も
、
サ
ッ
カ
ー・野
球・

陸
上
が
好
き
で
す
。
僕
の
長
所
は
年
齢

関
係
な
く
誰
と
で
も
話
せ
る
こ
と
で
す
。

②
で
は
次
に
、
二
十
歳
に
な
っ
て
や
っ
て

み
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

大
人
の
仲
間
入
り
で
、
お
酒
も
飲
め

る
歳
な
の
で
、
み
な
さ
ん
と
ワ
イ
ワ
イ

や
り
な
が
ら
飲
ん
で
み
た
い
で
す
ね
。

あ
と
、
社
会
人
と
い
う
自
覚
を
持
っ
て
、

色
ん
な
事
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
ま
す
。

成
人
を
む
か
え
て

議会では多くの方のご意見を募集しています。取材ご希望は議会事務局（ＴＥＬ３７－２３５２）まで。

嶽た
け
も
と本　

龍り
ゅ
う
の
す
け

之
介
さ
ん
に

　
　
　

聞
き
ま
し
た
。

③
五
木
村
内
で
働
く
こ
と
を
決
め
た
の
は

な
ぜ
で
す
か
？

　

小
３
の
時
に
五
木
村
に
引
っ
越
し
て

き
て
、
12
年
が
経
ち
ま
す
が
、
村
内
の

方
の
優
し
さ
や
笑
顔
、
元
気
に
挨
拶
し

て
く
だ
さ
っ
た
り
、
我
が
子
の
よ
う
に

か
わ
い
が
っ
て
も
ら
え
る
事
に
ふ
れ
、

温
も
り
を
感
じ
ま
し
た
。
後
は
大
自
然

で
空
気
が
き
れ
い
で
、
動
物
や
鳥
の
鳴

き
声
を
聞
け
て
い
や
し
に
な
っ
て
い
ま

す
。
五
木
村
で
働
き
た
い
と
思
い
、
村

に
残
る
と
い
う
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

（
下
谷
地
区
在
住
）
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令
和
最
初
の
正
月
、

一
点
の
曇
り
も
な
い
晴

天
で
穏
や
か
な
三
が
日

で
あ
っ
た
。
令
和
が
穏

や
か
な
時
代
で
あ
っ
て

ほ
し
い
も
の
だ
。

　

村
政
も
和
田
村
長
か
ら
木
下
村
長
に

代
わ
り
、
す
で
に
動
き
始
め
て
い
る
。

こ
の
激
動
の
荒
波
を
乗
り
越
え
て
進
む

こ
と
は
、
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
か
ろ

う
。い
か
に
し
て
舵か

じ

を
取
っ
て
進
む
か
、

村
民
の
関
心
事
で
あ
り
注
目
さ
れ
る
こ

と
だ
ろ
う
。
村
づ
く
り
に
特
効
薬
が
な

い
と
し
て
も
、
目
標
に
向
か
っ
て
い
く

過
程
を
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
も
ら
い

た
い
。

岡
本　

正

次
回
の
定
例
会
は
３
月
中
旬
の
予
定
で
す
。

皆
様
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

表紙題字：故 尾方　芳郎氏

ヒヨドリ（ヒヨドリ属）留鳥
　昔は渡り鳥と言われていたが、現在は日本の気候に慣れて一年中、森や住宅地周辺に
住んでいるので留鳥と言われている。ピーョピーョと鳴きながら森や住宅地を飛びまわ
り、冬は庭のモチノキなどに群がり騒がしい野鳥である。飛び方に特徴があり、波状に
羽を広げたり、たたんだりして上下しながら飛んでいる。餌

えさ

は虫や木の実、芽などを食
べているようだが、冬は畑の野菜も食べている。

モチノキに群がるヒヨドリ

ヒヨドリのつがい

餌を食べているヒヨドリ


